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活動報告

この段階で"動画配信"をしていくための活動のハードルが高いことに気づき、話し合いの結果辿り着いた企画

断念することとなりました。

決して台本通りに事が進まないこと。結局世に出せる動画の内容ではなかったことからその内容の動画配信は

ラジオ配信でした。

参加者数

活動概要

2 ～ ７人 2 ～ 7人

ことごとく問題にぶつかることとなりました。まず、収録を進めていくための台本の構成の仕方が誰も

練習でマスクを作る時点で壊滅的な不器用さに苦しみ。そんな中苦しまぎれに台本を構成したとしても、

　文字だけでなく、写真など取り組みの様子や活動の風景なども入れても問題ありません。

※文字の大きさやレイアウトに指定はありません。

※「いつ、誰が、どこで、どのように、何をした、その理由は？」の５W１Hがわかるように、

　できるだけ具体的に書くことを心がけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　―――＜以下よりご記入ください＞―――

そもそも 灯そう会 という団体は、大野市が定めた方針にそって活動することを求められていまして、

今年度大野市が定めた方針は「人との接触を避ける活動」を求められていました。

今年度はどこの地域もそうだと思うのですが、各地区で行われるお祭りやイベントが行われない事態が

続きました。灯そう会 は主にお祭りやイベントに便乗している活動が多かったため、今年度の活動を計画する

※活動の詳細を以下に自由に記載してください。

時点で何もすることがない事態になったわけなのですが、これが新しい活動を考えるきっかけとなりました。

「人との接触を避ける活動」で真っ先に思いついた活動が"動画配信"でした。

もともと今までの活動を記録した動画配信は行っていたのですが、その動画の内容はあくまでも活動する中

面白い部分だけを抜粋した内容でした。ですが、この時に始めようとした活動は動画に収録するための活動

です。

まず手始めにやってみた企画が無難に「マスクを手作りしてみた」という内容で収録してみる予定でしたが、

まず、収録を進めていくための台本の構成の仕方が誰も分からないこと。

（ふりがな）

ﾄﾓｿｳｶｲﾗｼﾞｵｷｶｸ「ｲｯﾍﾟﾝﾗｼﾞｵｷｲﾃｷﾈﾝﾔ」

灯そう会ラジオ企画「いっぺんラジオきいてきねんや」

（ふりがな）

2020年 8　月 16　日 2020年 12　月 26　日

応募部門
　地域活動の部

　教宣活動の部

ｵｵﾉｼﾄﾓｿｳｶｲ

２０２０年度全国地域青年「実践大賞」

アピールレポート（共通・自由記述）

（200字程度）

新しい形のイベントが開催されるようになってき大野市をPRしていくために、情報提供する内容

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により様々なお祭りや活動が制限される中

の音声を収録し、月に一回のペースで Youtube にて動画配信を行う活動です。

動画の内容は福井県大野市に関する話題に必要な画像をご覧いただきながら その話題で 盛り上

がっている様子をラジオ風にお届けする動画です。

応募団体名

活動名称

大野市　灯そう会

各メンバー宅

日青協記入欄

✓



追伸

顔が映らないラジオ収録だと、台本を直視しながらでも収録を進めていくことができ、手元で何かをやって

見せるプレッシャーもないことから、「まず、緊張せずにすらすら喋れる練習がけら、ラジオ配信風に動画を

収録して行って動画配信の活動の規模を大きくしていこう」という目標を掲げ進めることになりました。

あとは動画のタイトルとテーマと人材について話し合って考えていくだけです。

動画のタイトルが「いっぺんラジオきいてきねんや」に決まった経緯は、灯そう会 メンバーの中に「歌って

みた」というコンテンツで単独で動画配信をしている方がいて、その方が以前 大野市をテーマにした曲を

アップている動画があり、その曲の歌詞の中に「だからさいっぺん帰ってきねんや。みんなが好きな大野へ」

というフレーズがありました。そのフレーズを少しだけお借りした結果が「いっぺんラジオきいてきねんや」

です。

ラジオで情報発信をしていくテーマは、ちょうどその頃、３蜜を避けながら開催できる新イベントが開催

にられることを目指し、日々精進している活動です。

これからも末永く暖かく見守っていただけると光栄です。

チャンネル登録、フォローよろしくお願いします

される様になっていったことをきっかけに、それらの詳細を情報提供することをテーマにして行きました。

そして最後に人材の話し合いですが、メンバーの中に、もともとFMラジオ局に勤めていた方と、灯そう会が

企画するお笑いライブのレギュラーメンバー(灯そう会メンバー)の２人をメインパーソナリティーとし

慣れてきたころに他のメンバーも絡んでいく構成で進めることとなりました。

まだまだ動画配信活動企画としては発展の途中なのですが、いずれは大野市に影響与えることのできる団体


